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地域福祉コーディネーターは、身近な地域で「困りごとの
発見や相談」、「見守りや支え合いの取り組み」、「適切なサー
ビスへのつなぎ」などのお手伝いをしています。地域生活
課題の解決を、皆さんとともにすすめる専門的な役割を担っ
ています。

見守
り声かけ訓練の支援

地
域
生
活課

題を
考え合うワークショップ

の
支
援

出向いて
働きかける

支援に
つなげる

地域活動に
つなげる

民
生

委員
児童委

員との同行訪問

地域福祉コーディネーターは、地域生活課題の解決に向けて、
さまざまな働きかけをします。

地域
(子ど

も)食堂の支援



地域福祉コーディネーターは、民生委員児童委員と一緒に一郎さんのお家
を訪問して、一郎さんの思いや望みなどを聞かせていただきました。

寒いし、あんまり外に出
たくないなぁ。でも、最
近誰ともしゃべってないし、
ずーっとひとりで家にい
るのもねぇ…

「生活の困りごと、一緒に解決します！」

人との交流の機会が減り、気持ちも落ち込み気味の一郎さんのご家族から、
民生委員児童委員にご相談がありました。

その後、民生委員児童委員から地域福祉コーディネーターに相談があり
ました。何かいい方法がないか、先輩職員に相談すると、人との交流の
機会が減ると、体や心の状態にいろんな影響があることがわかりました。

孤独や孤立は、単なる感情
の問題ではなく、脳卒中や心臓
病、糖尿病、うつ病、自殺リス
クの増加など、心身の健康に深
刻な影響を及ぼすことが多くの
研究で指摘されていて、
とても深刻な問題
なの。

父が最近気持ちが落ち込
み気味で、何をするにも
意欲がわかないみたいで。
一人暮らしで人と会う機会
も少なくなってきているこ
とも気になってるんです。

一郎さん
（父）

事例　人と会う機会が少なく、意欲がわかない一郎さんの場合

❶

❸

❷

孤独・孤立の状態は、
肥満や喫煙よりも健康
リスクが高く、死亡率を
上げる要因になっている
とも言われているよ。

それは
ご心配ですね

えっ！
そんなに影響が
あるんですか？！

家族
民生委員
児童委員

地域福祉
コーディネーター

先輩地域福祉
コーディネーター

ふれあい・いきいきサロン
コミュニティカフェ
コーヒーを飲みながら
おしゃべりしませんか？
認知症予防や介護予防
にもつながりますよ

一郎さんのお住まいの
地域にいらっしゃる、
見守りをしてくれる人や
場とおつなぎしますよ

傾聴ボランティア
お話し相手になりますよ

民生委員児童委員
“おたがいさま” の
気持ちで、見守りや
お声かけします

地域食堂
温かい食事と会話で、
お腹も心も
満たされますよ

地域福祉
コーディネーター
お住まいの地域の担当が
ご相談に乗ります

見守り支援員
お声かけしたり、
サロンにお誘い
しますね

お話したり、様子を見に来て
くれたりする人に声をかけて
みましょうか。少し気分が変
わるかもしれませんよ。

孤独・孤立
を予防する取り組み
を支援しています

※地域によって
取り組みの内容は
異なります

趣味や
サークル活動
好きなことを
一緒にやって
みませんか？

  「孤独・孤立」の健康リスク
●孤独を感じる人は、正常な人と比べて死亡率が1.3倍～2.8倍上昇
●一人で食事をしている高齢者の死亡リスクは 1.2 倍増加
●早死リスクが肥満の 2倍
●1日タバコを 15本吸うのに匹敵
●心疾患発症が 1.3 倍
●アルコール中毒と同等の健康リスク
●アルツハイマー型認知症発症が 2.1 倍
●認知機能の衰えるスピードが 1.2 倍早くなる
●うつ病発症が 2.7 倍
●自殺リスクが 3.9 倍
●糖尿病発症リスクが 1.4 倍
( シカゴ大学 ジョン・カシオポ博士ほか　アメリカ科学振興協会での報告　2014 年 )( 米ブリガム・ヤ
ング大学 ジュリアン・ホルト・ランスタッド教授ほか「Perspectives on Psychological Science」2015年）

たくさんの方々の参加を得ながら、ひとりひとりがしあわせに暮らせるまちづくり
「高参加・高福祉」を目指して、社会福祉協議会はさまざまな支援をします！

伊賀市社協
流

ふだんのくらしの中で起こっている、さまざまな地域生活課題。
私たちは、みなさんと一緒に解決していく方法を、お手伝いしています！

出向いて
働きかける

支援に
つなげる

地域活動に
つなげる

配食ボランティア
お弁当をお届けして、
お変わりないか
お声かけします
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伊賀市社会福祉協議会くらし支援課  ひきこもりサポートnest
☎0595-22-0084　FAX/0595-21-8123　E-mail/nest@hanzou.or.jp 　

演  題『不登校、ひきこもり等の
   アウトリーチを用いた 多面的アプローチ』
～社会的孤立・排除を生まない支援体制の確立に向けて～

ー伊賀市 ひきこもり支援に関する市民講座ー開催報告

「ひきこもり」について、お気軽にご相談ください。

　こ
の
度
、
講
師
に
佐
賀
県
の
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
フ
ェ

イ
ス
の
谷
口
先
生
を
お
招
き
し
、
不

登
校
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
お
け
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
用
い
た
多
面
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
谷
口
先
生
は
、
長
年
に
わ

た
り
若
者
支
援
の
現
場
に
携
わ
り
、

本
人
・
家
族
・
地
域
を
つ
な
ぐ
支
援

を
実
践
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。
実
際

に
そ
の
場
で
聞
か
な
け
れ
ば
得
ら
れ

な
い
よ
う
な
、
貴
重
な
内
容
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　私
が
特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、「
価

値
観
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
る
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
支
援
者
側
の
価

値
観
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
本
人
の
考
え
方
や
好
き
な
こ

と
に
寄
り
添
い
、
こ
ち
ら
か
ら
そ
の

価
値
観
に
合
わ
せ
て
い
く
姿
勢
が
、

信
頼
関
係
の
土
台
に
な
る
と
い
う
お

くらし支援課
ひきこもりサポートnest

中西愛梨

話
で
し
た
。
支
援
者
自
信
が
柔
軟
で

あ
る
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
谷
口
先
生
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
「
職
親
制
度
」
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
企
業
や
大

人
が
「
職
親
」
と
し
て
若
者
を
受
け

入
れ
、
働
く
体
験
や
社
会
と
の
接
点

を
提
供
す
る
取
り
組
み
で
、
本
人
の

自
信
回
復
や
生
活
リ
ズ
ム
の
再
構
築

に
つ
な
が
る
実
践
例
と
し
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
支
援
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
全
体
で
若
者
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
スnest

と
し
て
の
課
題
は
、
来
所
に
つ
な
が

る
前
の
段
階
で
支
援
が
止
ま
っ
て
し

ま
い
や
す
い
点
に
あ
る
と
考
え
ま

す
。
外
出
へ
の
不
安
や
初
め
て
の
場

所
へ
の
抵
抗
感
か
ら
、
関
心
が
あ
っ

て
も
実
際
に
足
を
運
ぶ
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
、
こ
ち
ら
の
働
き
か
け
が

十
分
に
届
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
所
後
も
緊
張

や
不
安
か
ら
場
に
馴
染
む
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
、
継
続
利
用
に
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
の
講
演
で
谷
口
先
生
が
示
さ

れ
た
「
価
値
観
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合

わ
せ
る
」
と
い
う
姿
勢
は
、
こ
う
し

た
課
題
に
対
す
る
重
要
な
ヒ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
本
人
の
興
味
や
生
活

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
関
わ
り
方
を
柔

軟
に
変
え
、
訪
問
や
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ど
、
本
人
が
受
け
取
り
や
す
い
形
で

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
う
こ
と
で
、
つ

な
が
り
の
き
っ
か
け
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
来
所
へ

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
な
が
る
道
筋
を
つ
く
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
谷
口
先
生
の

お
話
は
、
支
援
の
あ
り
方
を
深
く
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
非
常
に
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

私が報告させて
いただきます！

2月14日ゆめぽりすセンター ２階大会議室にて開催
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　伊賀市社協では、個人及び団体のボランティア登録、ボランティア依頼に対する
コーディネートや、ボランティア活動の希望や依頼する方の相談に応じています。
　地域のふれあい・いきいきサロンやイベントなどの集いの場や福祉施設などへ出
張して、パフォーマンスや演出、体験の機会などを提供する、「アトラクションボ
ランティア」として、約 70の個人及び団体が活躍しています。
　伊賀市社協ホームページに、登録団体一覧と活動内容・謝礼等を掲載しています
ので、ご覧ください。

特技を活かして、あなたのまちを元気に！

アトラクション
ボランティア
依頼先を決める

依頼書を
社協に提出

依頼者から、直接電話等で
ボランティア団体に依頼

ハンドベル
オカリナ
マンドリン
バンド演奏
ドラム
ギター弾き語り
ハーモニカ
ピアノ
キーボード
鍵盤ハーモニカ
アコーディオン
サックス
クラリネット
ゆみ琴
中国楽器二胡
南京玉すだれ
和太鼓演奏
芝居

ボーカルレッスン
音楽療法
音楽と映像のコラボ
レーション
歌（ポップス・ジャズ・
演歌・民謡・歌謡曲・
カラオケ）

健康教室・体操
ヨーガセラピー

舞踊
創作ダンス
フォークダンス
フラダンス
カントリーダンス

親子ふれあい体操
手作りおもちゃ
ベビーダンス
歌･手･音遊び
知育学習
絵本読み聞かせ
ペープサート
パネルシアター
お芝居

防災教室
消費者被害防止啓発
歴史講演
「終活」セミナー
エンディングノート勉強会
家族葬勉強会

園芸教室
制作体験
アレンジメントフラワー体験
ハーバリウム体験会
ポートレイト撮影
折り紙
和菓子づくり
合気道
パズル

司会
落語風漫談
マジック・落語
バルーンアート
出前読み聞かせ
紙芝居
介護美容

▶

ボランティアの
連絡先が
わかる

ボランティアの
連絡先が
わからない

社協からボランティア
団体に連絡

▶ ボランティアから依頼者に、
電話連絡で調整

▶

▶

アトラクションボランティア活動内容（例）

アトラクションボランティア依頼の流れ

団体一覧・依頼書
▼

音楽関係

体操

踊り・ダンス 学習

体験

その他

子育て

【伊賀市社協  各地域センター 連絡先】
上野地域センター  ☎0595-21-1112・FAX0595-21-8123
いがまち地域センター  ☎0595-45-1012・FAX0595-45-1050
島ヶ原地域センター  ☎0595-59-3132・FAX0595-59-3145

阿山地域センター  ☎0595-43-1854・FAX0595-43-1577
大山田地域センター  ☎0595-47-0780・FAX0595-46-1165
青山地域センター  ☎0595-52-2999・FAX0595-52-3555

＊伊賀市社協は依頼者からの受付窓口となります。日程や謝礼等の詳細は、依頼者とボランティア
　団体で調整をお願いします。
＊ボランティアと依頼者の間で決定したこと（日程の変更など）について、社協への報告は不要です。
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☎0595-22-0084　FAX/0595-21-8123　E-mail/nest@hanzou.or.jp 　
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～社会的孤立・排除を生まない支援体制の確立に向けて～

ー伊賀市 ひきこもり支援に関する市民講座ー開催報告

「ひきこもり」について、お気軽にご相談ください。

　こ
の
度
、
講
師
に
佐
賀
県
の
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
フ
ェ

イ
ス
の
谷
口
先
生
を
お
招
き
し
、
不

登
校
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
お
け
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
用
い
た
多
面
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
谷
口
先
生
は
、
長
年
に
わ

た
り
若
者
支
援
の
現
場
に
携
わ
り
、

本
人
・
家
族
・
地
域
を
つ
な
ぐ
支
援

を
実
践
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。
実
際

に
そ
の
場
で
聞
か
な
け
れ
ば
得
ら
れ

な
い
よ
う
な
、
貴
重
な
内
容
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　私
が
特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、「
価

値
観
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
る
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
支
援
者
側
の
価

値
観
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
本
人
の
考
え
方
や
好
き
な
こ

と
に
寄
り
添
い
、
こ
ち
ら
か
ら
そ
の

価
値
観
に
合
わ
せ
て
い
く
姿
勢
が
、

信
頼
関
係
の
土
台
に
な
る
と
い
う
お

くらし支援課
ひきこもりサポートnest

中西愛梨

話
で
し
た
。
支
援
者
自
信
が
柔
軟
で

あ
る
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
谷
口
先
生
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
「
職
親
制
度
」
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
企
業
や
大

人
が
「
職
親
」
と
し
て
若
者
を
受
け

入
れ
、
働
く
体
験
や
社
会
と
の
接
点

を
提
供
す
る
取
り
組
み
で
、
本
人
の

自
信
回
復
や
生
活
リ
ズ
ム
の
再
構
築

に
つ
な
が
る
実
践
例
と
し
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
支
援
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
全
体
で
若
者
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
スnest

と
し
て
の
課
題
は
、
来
所
に
つ
な
が

る
前
の
段
階
で
支
援
が
止
ま
っ
て
し

ま
い
や
す
い
点
に
あ
る
と
考
え
ま

す
。
外
出
へ
の
不
安
や
初
め
て
の
場

所
へ
の
抵
抗
感
か
ら
、
関
心
が
あ
っ

て
も
実
際
に
足
を
運
ぶ
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
、
こ
ち
ら
の
働
き
か
け
が

十
分
に
届
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
所
後
も
緊
張

や
不
安
か
ら
場
に
馴
染
む
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
、
継
続
利
用
に
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
の
講
演
で
谷
口
先
生
が
示
さ

れ
た
「
価
値
観
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合

わ
せ
る
」
と
い
う
姿
勢
は
、
こ
う
し

た
課
題
に
対
す
る
重
要
な
ヒ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
本
人
の
興
味
や
生
活

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
関
わ
り
方
を
柔

軟
に
変
え
、
訪
問
や
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ど
、
本
人
が
受
け
取
り
や
す
い
形
で

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
う
こ
と
で
、
つ

な
が
り
の
き
っ
か
け
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
来
所
へ

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
な
が
る
道
筋
を
つ
く
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
谷
口
先
生
の

お
話
は
、
支
援
の
あ
り
方
を
深
く
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
非
常
に
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

私が報告させて
いただきます！

2月14日ゆめぽりすセンター ２階大会議室にて開催

5　 No.241　4 月号　
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●定員27名(定員になり次第締切)
　15 名未満の場合は開催できない
　場合があります。

伊賀市・名張市在住在勤の方 12,000 円
その他の方 15,000 円
いが移動送迎連絡会事務局（伊賀市社協内）  ☎33-0064・FAX21-8123
※専用フォームまたは伊賀市社協ホームページから申込書をダウンロード
し、FAXで送信するか、申込用紙を地域センターへ提出してください。

国土交
通

大臣認
定

受講料
（資料代を含む）

申込・
問い合わせ先

　 日　時　　 令和8年 5月16日（土）・17日（日）8:30～17:30  
     会　場　　いがまち保健福祉センター「愛の里」（愛田 513）

「移動・送迎サービス運転協力者講習」 
「セダン講習」受講者募集！！

２日間受講必要

▼申込フォーム

交通空白地有償運送の資格取得にも有効です !

　高齢者が住み慣れた地域で元気に暮らし続けられるよう、体力の維持・向上や認知症・
閉じこもり予防を目的として、認知症・介護予防教室を開催します。
■参加費／無料　　■申込方法／会場管轄の地域センターにお申込みください。
　※会場により定員数が異なります。詳細は各地域センターにお問い合わせください。

教室型　認知症・介護予防教室令和
８年度

  転倒予防教室　  講師／三重県健康づくりの会　内海 奈美先生
人は歳を重ねると筋肉が弱くなり、転倒しやすくなります。また、転倒や認知症は生活習慣
が大きく関わると言われています。予防体操と話しを聞きながら、楽しく笑って学びましょう。

【お申し込み・お問い合わせ先・伊賀市社協  各地域センター 連絡先】
上野地域センター  ☎0595-21-1112・FAX0595-21-8123
いがまち地域センター  ☎0595-45-1012・FAX0595-45-1050
島ヶ原地域センター  ☎0595-59-3132・FAX0595-59-3145

阿山地域センター  ☎0595-43-1854・FAX0595-43-1577
大山田地域センター  ☎0595-47-0780・FAX0595-46-1165
青山地域センター  ☎0595-52-2999・FAX0595-52-3555

  ３B 体操教室 　 講師／日本３B体操協会認定指導者
３B体操のベルや、ベルターを利用して、手を挙げて背筋を伸ばしたり、丸くなりがちな腰を
伸ばしたり、膝痛予防に膝裏伸ばしをしたりと老化予防の体操を無理なくしています。

4
9

2

15

場 所
小田地区
市民センター
いがまち保健福祉
センター「愛の里」
島ヶ原福祉センター
「清流」

グループホーム
あやま

大山田保健センター

青山福祉センター
教養娯楽室 2

日 /時間
第２木曜日
10:00 ～ 11:00
第３水曜日
13:30 ～ 14:30
第 1木曜日
10:00 ～ 11:00
第２火曜日
10:00 ～ 11:00
第 3水曜日
13:30 ～ 14:30
第 2金曜日
10:00 ～ 11:00

上　野

いがまち

島ヶ原

阿　山

大山田

青　山

5
14

20

7

12

6
11

4

17

7
9

15

2

14

10

8
第3木曜
20

6

休

9
10

16

3

8

11

10
8

1

21

11
12

18

5

10

13

12
10

3

16

1
14

20

7

12

8

2
第3木曜
18

4

17

3
11

17

4

9

12

4
第4木曜
23

場 所
伊賀市総合福祉会館
活動室①②

日 /時間
第 4火曜日
13:30 ～ 14:30

上　野
5 6

23
7 8

25
9 10

27
11 12

22
1 2

第4木曜
25

3

4場 所
伊賀市総合福祉会館
活動室①②

日 /時間
第 4木曜日
13:30 ～ 14:30

上　野
5
28

6 7
23

8 9
24

10 11
26

12 1
28

2 3
25

  音楽療法教室　講師／伊賀音楽療法研究会
季節の歌唱や懐かしの歌謡曲を歌ったり、音楽に合わせて楽器を演奏し、身体を動かします。
健康（健口）の維持に役立ち、口腔ケア・介護予防・認知症予防につながります。
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社
会
福
祉
法
人 

伊
賀
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
ま
が
は
ら
」
は
、

平
成
12（
２
０
０
０
）年
６
月
の
開
設
以
来
、

25
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
施
設
設
備
の
老
朽
化

や
経
営
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
今
後
の
安

定
的
な
サ
ー
ビ
ス
継
続
が
困
難
と
の
判
断

に
至
り
、
苦
渋
の
決
断
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
令
和
８（
２
０
２
６
）年
3
月
31
日
を
も

ち
ま
し
て
、
事
業
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
者
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、

そ
し
て
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
ご
支
援
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

多
大
な
る
ご
不
便
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま

す
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
島
ヶ
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
清
流
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
地

域
福
祉
の
活
動
拠
点
と
し
て
運
営
を
継
続

い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人 

伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
8
年
４
月
１
日
付
（
課
長
級
以
上
）

　
事
務
局
次
長　
　
　

   　

伊
藤　
淳

　
事
務
局
次
長
兼
業
務
課
長 

福
永　
悦
子

　
総
務
課
長　
　
　
　

   　
中
森　
研

　
地
域
支
援
課
長  　
　

 　

生
間　
慎
二
郎

　
権
利
擁
護
支
援
課
長　

   

一
見　
俊
介

通
所
介
護
事
業
所
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
ま
が
は
ら
」

終
了
の
お
知
ら
せ

伊
賀
市
社
協

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

ダウンジャケット

41枚 

羽 毛 製 品 が
募金になります。

ダウン率
50％以上

穴が
あいている汚れている

綿・ポリエステル
フェザー布団
枕・クッション
は回収できません

○羽毛製品がございましたら、最寄りの伊賀市共同募金委員会窓口（社協各地域センター）
までお持ちください。
上野地域センター☎21-1112　いがまち地域センター☎45-1012　島ヶ原地域センター☎59-3132
阿山地域センター☎43-1854　大山田地域センター☎47-0780　青山地域センター☎52-2999

   回収された羽毛製品が募金になり、 
  じぶんのまちに使われます。
三重県明和町にある企業「エコランド ( 有 )」が、
使わなくなった羽毛製品を回収し、町内の障がい
者就労支援施設に解体を委託し、大手羽毛メーカー
が洗浄して高品質な羽毛に仕上げます。羽毛製品
をリサイクルすることで、「羽毛の安定供給」や「環
境の保全」「障がい者就労支援」などに貢献し、募
金がじぶんのまちに使われます。

ＵMOU
PROJECTＵ

三重県共同募金会
個人、地域、団体、企業、学校で・・・
羽毛製品の回収に、ご協力ください

濡れている

令和7年 募金実績額 16,820円

ダウン率
50％未満

羽毛布団

46枚

＊思い出の詰まった羽毛製品が、
　　　　　　　　　　生まれ変わります＊

県内市町

実績第7位

● 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
や
活
動
場

所
へ
の
往
復
の
途
上
の
ケ
ガ
や
損
害
な
ど
、
万

が
一
の
事
故
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。

【
年
間
保
険
料
】
基
本
プ
ラ
ン
／
３
５
０
円
、

　
天
災
・
地
震
補
償
プ
ラ
ン
／
５
０
０
円

【
補
償
期
間
】

　
加
入
日
の
翌
日
〜
翌
年
３
月
31
日
ま
で

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

　
地
域
福
祉
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
行
事
に
お
け
る
、
主
催
者
や
参
加
者
の
ケ

ガ
、
主
催
者
の
賠
償
責
任
を
補
償
し
ま
す
。

【
加
入
で
き
る
団
体
】
福
祉
等
に
従
事
す
る

非
営
利
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
の
市
民
活
動
団
体

【
補
償
金
額
と
保
険
料
】

行
事
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
込
先
】

　
伊
賀
市
社
協 

各
地
域
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険



高齢化率　　 ▶ 34.4％(±0％)
後期高齢化率 ▶ 20.4％(＋0.1％)

伊賀市の人口 　　 ▶
伊賀市の世帯数 　 ▶
65歳以上高齢者数 ▶
75歳以上高齢者数 ▶
介護保険認定者数  ▶

介護予防サロン

   憩いの部屋運営委員会
　メンバー数／約 15 名
　開催場所／比自岐地区コミュニティセンター他
　開催頻度／月 1 回（第 3 火）10〜14時

  

●この広報誌は、社協会費、共同募金配分金、有料広告等により発行しております。 No.241　4 月号　8

編
集
後
記

〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)5866 ／ FAX0595(26)0002
〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)1112／ FAX0595(21)8123
〒519-1413　愛田 513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
☎0595(45)1012／ FAX0595(45)1050
〒519-1711　島ヶ原 4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
☎0595(59)3132／ FAX0595(59)3145
〒518-1313　馬場 1128番地の 1 阿山保健福祉センター
☎0595(43)1854／ FAX0595(43)1577
〒518-1422　平田 656番地の 1 大山田福祉センター
☎0595(47)0780／ FAX0595(46)1165
〒518-0226　阿保 1988の 1番地 青山福祉センター
☎0595(52)2999／ FAX0595(52)3555

編集・発行　

上　野

いがまち

島ヶ原

阿　山

大山田

青　山

地
域
セ
ン
タ
ー

本　部

No.226

83,162人 (−173人)
40,494世帯（−38世帯）
28,598人 (−57人)
16,969人 (＋20人)  
  6,110人 (−78人)

　

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。

社
協
で
も
人
事
異
動
が
あ
り
、
新

た
な
体
制
で
令
和
８
年
度
を
迎
え

ま
す
。
第
５
次
伊
賀
市
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
よ

い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
と
共
に

様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

数字で見る伊賀市の福祉	 令和8年1月末現在 (前月比)

　「憩いの部屋運営委員会」では、認知症予防や健康づくりを目的
に、頭と身体の両方を使いながら楽しく過ごせるサロンを開催し
ています。前半は、ボランティアによる生演奏の鑑賞やフラワー
アレンジメント、3B 体操など、脳や身体を使ったアクティブな活
動が中心です。参加者の皆さんは笑い声とともに体を動かし、心
も体も元気になる時間となっています。
　昼食後の後半は、お茶を飲みながら会話を楽しむ交流の時間で、
話に花を咲かせながら、ゆったりとした午後のひとときを過ごし
ています。
　地域のどなたでも参加できるよう、開催案内や前回の様子、次
回の予定は地域広報でお知らせし、開催１週間前まで参加を受け
付けています。主な会場は比自岐地区コミュニティセンターです
が、「会場まで遠くて参加できない」という声にも配慮し、真夏や
真冬を避けて年に数回、他の区でも開催しています。より多くの方
に気軽に参加してもらえるよう、工夫を重ねながら活動しています。

毎 月 の 寄 付 者 募 集

【申込・お問い合わせ先】伊賀市社会福祉協議会
☎21-5866・ FAX26-0002

私たちは、地域社会を良くするために、
制度の狭間となる課題解決に挑戦し続ける団体です。
ぜひ、ご寄付という形で私たちの活動を支えてください。

1日33円からできるサポート

広 告 募 集 中 ！

ひとりじ
ゃない！

☎ 0595-22-0039
伊賀市上野丸之内500 ハイトピア伊賀３階
開所日/月～金 9:00～17:00  (土・日・祝・年末年始休)

就職相談・各種講座
利用無料・要予約

♥♥
♥♥

♥♥
♥♥

無料パソコン講座4月

15日（水）

時間 10:00～15:15

27日（水）20日（月）
22日（水）

★ご家族の方もご相談ください

15～49歳までの  「仕事に就きたいと思っている人とその家族」を応援！

　　　　  　 は
あなたに寄り添って
就職活動を
サポートします


